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今回我々は、 重症肺炎の3症例に対して高濃

度酸素吸入あるいは高気道内圧による肺の障害

を避けるために、 NO吸入療法および低体温療

法を併用し効果的であったので報背する。

症例 1: 5歳、女児。AcuteLymphatic Leukemia 

にて強化療法後、呼吸不全と なり、小児科病棟

にて約 lヵ月間人工呼吸管理 (FI021.0， PEEP 

1 OcmH20)されたが、呼吸不全が改善しないた

め、 当センタ一入室となった。

症例2: 3歳、友児。免疫不全と診断されてい

たが、肺炎を合併し小児科病被に l週間入院し

た後、人一仁呼吸n'flV:のため、iiセンタ一入計と

なった。

権例3: 5 8段、リj性肺炎にて近|欠入院する

も、肺炎および低離主IfIL4;，'がIWJElし、 CMVモー

ド、 FI021.0、PEEPIOcmH20にて Pa0260torr

と低下したため、当センタ一入室となる。

これら3症例に対して、 N05ppmを吸入させ、

34"C前後のmildhypothenniaを施行し管理した。

結果:症例 lは著明なRIの改善をみたが、 NO

吸入から離脱できなかった。肺は器質的な変化

を残し、呼吸不全にて 40日後に死亡した。症

例2はNO吸入およ び低体温療法にてRIが著明

に改善し、 2週間後には呼吸器から離脱でき、

救命できた。症例3はNO吸入と低体温療法に

より RIが改善し、肺には器質的な陰影を残した

が、呼吸器から離脱でき、救命できた。(経過表

参照)

考察:症例 2及び症例3は当センタ一入室前

の呼吸管理において、比較的、高濃度酸素や高

気道内圧の時間が短く 、NO吸入と低体温療法

が奏効したものと考えられた。しかし、症例 l

においては、約 1カ月の高濃度酸素、高気道内

圧での呼吸管理による肺の器質的変化が重度で

あったため、 NO吸入および低体温療法が奏効

したにもかかわらず救命できなかったものと考

えられた。

結語:一酸化窒素 (NO)吸入および低体温療

法の併用は、肺での酸素化能を改善しFi02を低

下させることが可能で、ある。

NO吸入と低体温によるRIの変化
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